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０７－Ｄ－０７６２ 
２００７年１０月１２日 

 
クレジット・モニター（ﾈｶﾞﾃｨﾌﾞ）のお知らせ 

ＮＩＳグループ株式会社（証券ｺｰﾄﾞ：8571）

長期優先債務格付 ：「ＢＢ＋」→「＃ＢＢ/ﾈｶﾞﾃｨﾌﾞ」（ﾀﾞﾌﾞﾙBﾌﾗｯﾄ） 
発行登録債予備格付：「ＢＢ＋」→「＃ＢＢ/ﾈｶﾞﾃｨﾌﾞ」（ﾀﾞﾌﾞﾙBﾌﾗｯﾄ） 
国内ＣＰ格付   ：「Ｊ－３」→「＃Ｊ－３/ﾈｶﾞﾃｨﾌﾞ」 

 
ニッシン債権回収株式会社（証券ｺｰﾄﾞ：8426）

長期優先債務格付 ：「ＢＢ＋」→「＃ＢＢ/ﾈｶﾞﾃｨﾌﾞ」（ﾀﾞﾌﾞﾙBﾌﾗｯﾄ） 
  

株式会社日本格付研究所（JCR）は、以下のとおり、長期優先債務*等の格付けを見直し、変更するととも

にクレジット・モニター（ネガティブ）の対象としましたのでお知らせします。 
*長期優先債務格付けとは、債務者（発行体）の債務全体を包括的に捉え、その債務履行能力を評価したものです。このうち、

期限１年以内の債務に対する債務履行能力を評価したものを短期優先債務格付けと位置づけています。個別債務の評価（債

券の格付け、ローンの格付け等）では、債務の契約内容、債務間の優先劣後関係、回収可能性の程度も考慮するため、個別

債務の格付けが長期優先債務格付けと異なること（上回ること、または下回ること）もあります。   
発行体：ＮＩＳグループ株式会社 
【変更、クレジット・モニター（ネガティブ）】 

（対 象） （格付） 
・長期優先債務 ＃BB/ﾈｶﾞﾃｨﾌﾞ 

（対 象） （発行予定額） （発行予定期間） （予備格付） 
・発行登録債 1,000 億円 2005 年 12 月 2 日から 2 年間 ＃BB/ﾈｶﾞﾃｨﾌﾞ 

（対 象） （発行限度額） （ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾗｲﾝ） （格付） 
・コマーシャルペーパー 150 億円 なし ＃J－3/ﾈｶﾞﾃｨﾌﾞ 

  
発行体：ニッシン債権回収株式会社 
【変更、クレジット・モニター（ネガティブ）】 

（対 象） （格付） 
・長期優先債務 ＃BB/ﾈｶﾞﾃｨﾌﾞ 

  
【格付事由】 

（1）JCR は、NIS グループについて、今後の手元流動性の状況や金融機関との関係に注意すべき必要性が増

しており、財務の安定性が後退していくおそれもあることから、長期格付けを 1 ノッチ引き下げるとと

もに、クレジット・モニター（見直しの方向は「ネガティブ」）の対象とすることとした。また、ニッ

シン債権回収についても親会社との一体性が強いと判断されることから、長期優先債務格付けを 1 ノッ

チ引下げ、同様にクレジット・モニターの対象とした。 

（2）NIS グループの格付けについては、2007/3 期まで順調に推移してきた連結業績や、事業多角化に向け

た取組みで先行、一定の成果を得られている点をサポート要素として評価してきた。他方で、資産収益

率の低下や投資勘定が増加していることを要因とした財務バランスと事業リスクの変化を制約要因と

考え、貸金業制度等の改革による損益へのネガティブな影響が想定される点を踏まえ、格付けの見通し

をネガティブとしている。かかる中、貸倒、利息返還請求による業績への下方圧力の高まり、投資有価

証券における減損発生、消費者金融セクターに対する金融機関の貸出姿勢の硬化といった状況が顕現化

しており、NIS グループとニッシン債権回収、両社の格付けは 9 月 27 日に変更されている。 

（3）資金調達面では、短期調達比率並びにノンバンクからの調達比率が元々高く、資産の運用期間と負債の

調達期間のバランス、手元流動性の維持（2007/6 末 392 億円）に目を配る必要性は、最近の資金調達環
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境を考慮すると、大きく増している。当社が近年増加させている資産（不動産担保ローン、サービサー

による買取債権、販売用不動産等）の回転期間は 1 年から 2 年程度のものが多く、消費者ローン債権の

回転期間(3～5 年)よりも短い点、07 年度第 1 四半期の営業活動キャッシュフロー、財務キャッシュフロ

ーはプラスであったように保守的な財務運営を行う方針である点は、流動性にかかる懸念を緩和する要

素である。一方で、金融機関の消費者金融セクターに対する貸出姿勢はより慎重になっており、こうし

た状況が継続した場合、当社の財務の安定性が後退していくことが懸念され、財務安定化のための対応

を含めて引き続き注意を払っていく必要がある。 

以 上 

 
（チーフアナリスト 本多 史裕・アナリスト 和田 恒） 

 
クレジット･モニター 

当社が発表した格付けにつき、定期的な見直しを行う場合に加えて、戦争、大きな事故、合併、訴訟、

行政措置、大幅な業況の変化など格付変更の可能性があると判断した場合には、クレジット･モニターの

対象とし随時格付けの見直し作業を行うとともに、その旨を「クレジット･モニターの対象とした」と発

表しています。クレジット･モニターの対象となった格付けには、それが解除となるまで格付記号の前に

「＃」が付けられます。 
クレジット･モニターには、格上げの可能性が高いことを示す「ポジティブ」、格下げの可能性が高い

ことを示す「ネガティブ」、格上げ、格下げ、格付け据え置きのいずれの可能性もあることを示す「方向

性不確定」があります。なお、「ポジティブ」と「ネガティブ」は格上げや格下げを予告するものではあ

りません。 
 
 
 
 
 
 
 


